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序

広域営農団地農道整備事業の能代，山本地区工事は， 時持民地整備課及び県土木部

道路課の計画によって，昭和48年度から(全長30，568メートJレL路線工事が予定されてい

た。農道整備予定路線上の山本郡峰浜村所在の「城土手遺跡ri上・縄文時代から歴史時代
t?JL望号"1.
今日 必

に至る遺跡として周知されている。工事着工前に遺跡の性格を健研し，記録を保存するた

め緊急発掘調査を実施したのである。

又，南秋田君[)若美町所在の海老沢窯跡、は，秋田県営琴浜地区畑地帯総合土地改良の農道

整備事業(全長1.723m，福米沢~八ツ面間)に係るものである。

農地整備の農道工事等に関係する遺跡、の保護と，その記録保存のため緊急発掘調査を実

施したが，本報告書が研究者をはじめ，遺跡に関心を持っておられる方々に広く活用され

る事を期待すると共に，両調査にあたられた調査員各位に対し，深甚の謝意を表する次第

です。

昭和50年3月

秋田県教育委員会教育長 山 本
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域土手遺跡、緊急発掘調査報告書

調査に至宝るまでの経過も

昭和48年に秋田県農政部農地整備課による山本郡峰浜村目1，潟地区から，能代市，山本郡山本

町を経て八竜町鵜川地区にいたる能代山本地区広域農道が計。IJjさh，昭和49年度から用地の

と工事の一一部着工が行なわれることになうた。本遺跡は，その予定路線上に位置しており， しか

も，農道工事の にあたることから，県文化課，峰浜村教育委員 遺跡

の実態把握と今後の保存に対処するために発掘調有を計画されたものである。

2 発掘欝査の経過

① 罷査の講成

イ調査主体 秋田 会， LLJ本部峰浜村教育委員会

口 調査期IJ，，¥J 昭和49年7月271=1~ 8月7日 (12日間)

ハ 遺跡所在地秋田県山本郡峰浜村塙字横内城土手

ニ調主t員

由利郡東由利町立玉米小学校教諭 伊藤種秋 (日本考古学協会員)

秋田市立高清水小学校教諭 見誠夫 (日本考古学協会員)

山本郡山本町立森岳小学校教諭 永瀬福男 (日 只)

山本郡l峰浜村7K沢 阿部清文 (秋田考古学協之員)

-調査補助員

能代市立鶴11ラ 松鉄山郎 (秋 員)

山本郡二ツ井町立ニッチ|二中学校教諭村 木悦也 (秋田考古学協会員)

山本君Ij峰浜村教育委員会文化財専門研究員 鈴木正男

能代市立東雲 I~ll学校教諭 太出 (秋田 員)

-調布事務担l

秋田県教育庁文化課 FEJ fHl光夫，中 谷雅昭，佐々木大

山本iilil峰浜村教育委員会社会教育主平副j s子工i1 Zi: 夫

-調査協力

J也7乙 l11'I内部落，大沢部落，石川部落の有志
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② 謂査自誌

o 7月27自(土)

811寺30分，阿部，鈴木， 永瀬，伊藤遺跡到若。近路予定路線上より束30mの地点を中心

にグリット設定 (5m;<5mの南北 1~ 4 ，東丙 I~Nの 300m')。これを A地区とし，発掘にと

りかかる。午後A1に，径2mほどの円形ピいノトを村y1~_lIG HJ，十，造物は 1--自i1i器!;¥鉄製片。

く)7 }ヲ28詔{昌} 轟のち燕

9時作業開始。昨日検出されたト1J形ピットを調存。深さ20cm，ビソト内からこ上自'Ii器H¥二LnA 1 

の南!í月の表j--から 17cl11の深さでヲ )11 原石が30悩はどかたまって出土っその中に土!':'Ii 器ベ.:J~J'i ~ど;器の

破片が混入。そのすぐ近くで砥石が出土。 AI 3のピ:ノトから完形土師器杯出土。 A1 ::3か

ら複合して L 、る数f~ÎI のピヮトが恰 11 11 される

〔グリ、ソト設定(5111 5111 南北 l~ 〆i 守 I~III の 250m') B地[ヌ:とする。

B I-i， 2守口 ]， 4を掘り下げ‘る C I-2 の匹jl)~~ に たまって

o 7見29語{見}爵

終日間。 9時作業開始。 A地区ピットは，雨天のため精査できず。他のグリゥトの掘り下げ‘に

力を注〈。

B 1-1， II-3 

穴j犬のピットを

この地区から，円形ピソト・方形ピットが現わjしまわりに柱

道路予定路線上の段丘周縁に 2mx3mのトレンチを

北羽新報平)11

o 7月30悶{火〉 薦作業

o 7月31日 {水) 議事時々雨

8 r時40分作業開始。 BII 2， III-3 A地区の排水をする。

道路予定線上のB地区から10mはなして，北側の沢の昨り口に 5mx8mのトレンチを

D地区とし発掘。作業は雨天のため午前で打切り。

o 8月 i自{本} 雨のち轟

9時作業開始。 Dj:也医の掘り下げ， B地区南に

の底からは湧水がはげ、しい。 E地区とする。

るジてを発縮， J宣告守物tHさhず。 トレンチ

段丘の水田化される以前の地形の残ゥていると見られる東地医の畑地にグリット設定 (3m X 

3m の南北 I~III ，束fLLj 1 ~12) 1 1， III-1， VII-]を:tJn¥1) 下げる。地層は深~01 のためH日し

がはげ‘しい。 l山H土j遺宣物は縄文:土i上:器)J1仁!

o 8月2時(金) 轟時々暗

一一つ一一ムJ



8時30分作業開始。 F地区の段丘東縁に 5mx5mのトレンチを! i i〈.とする。 遺構検出

されず。出土遺物は縄文土器片，土師器片。

B地区円形ピット 表土下30cmの所で砥石出土。このピットのまわりに柱穴と考えられ

るピットがならぶ。 II-3の方形ピットでは，深さ40cmで高台のついた土師器杯出土す。

AI一基， II… 3の精査， グリットの東側に溝;1犬遺構が検出きれる。鉄製品，鉄淳が出土c

峰浜村助役宅教育長，県文化課門間光夫主事，中

08月3自(土)糟

A地区のピットの精査。 I-1下部からピットが検出される。この円形ピいノトは複合しており，

小ピットを大ピットカ

A地区と B地区の中間に 3m><6mめトレンチを L， A' とする c柱穴状のノトピ、ソト

個検出。 他に遺構なし。

o 8尾4昌{器〉 轟一時南

B地区の実iNIJを行なう。 F地区ヲ G地区埋戻しを行なう。

AI-4， II-3にかけてのグリットの端を精査。幅1.2mくらいの溝状遺構が，北東から南

東にかけて走る。その埋土の上部で)11原石が広い範囲にわたって出土。 A1-1の円形ピットを

実測。

08月5日(月) 轟時々罰

A， B地区の実iWJと写真撮影を行なう。 A1-2の石組遺構を調査。 1-4の溝状遺構のJlI原

石の実測を行なう c

C， D地区の埋戻しを行なう。

08月母語(火〉 轟一時雨

A I-4， II-3にかけての溝状遺構を掘り下げ断面を調資。 湧水はげしく調主難行。出

物は砥石と石血片。 E地区埋戻しをする。

08月7日(水) 曇のち雨

ピット群の調査と ピット内からj勇オえはげしい。午後3s寺， 了す。

3 域館附近の地形と現状

本遺跡、は，五能線沢目駅南東3kmにある横内部落の西側標高40mの段丘上に位置し秋田県遺

跡地名表に 415番として記載されている。

峰浜村は，米代川河口左岸から青森県境に近い海水浴でにぎわう岩館海岸を持つ八森町との間

にある村で，砂丘が多く海岸近くまで標高30m-100m前後の出羽丘陵がせまり，丘陵間の沢に

-3-



集落が形成されている。

遺跡は，第 4紀火山灰層上に位置し東側を塙川が流れ，北側に寺館，中館，大館とよばれる

空濠をもっ館土l上があり，遺跡から東約 1.5kmに遺物散布地として外林遺跡、がある。本遺跡、は，一

応館土止として性格づけがなされているが， !日地形;ム昭和30年代のある時期に横内部落のエイト

グループによってラ開墾がなされ水田として利用きれるようになったため今段丘そのもの宅即ち

舘土止の地形は可成 1)変形されている。残っているところといえばヲ沢になっている排水を

くぽ地だけである。なお，この地形から考えてi峰浜村水沢に至る台地上には，相当数の遺跡がある

と思われる。

i半う詔去の L 

に残されてし 1る。

A 1-1のヲふ円形ピットは東西径1.26mラ南北在138mで¥大円形ピット東西筏21'11， 

1.8mである。ノト円形ピットと大円形ピットをみるとヲふi奇形ピットがこわれた

Lて大円形ピットがつくられたものである。大円形ピットの下に/ト円形ピットの壁が守 lOcmほど

入っていることから，ノト円形ピットが古い時期のものであることがわかる。両ピットとも，中央

部で深さ2()cmの碗状にくぽむ円形ピットであるが，内部に柱穴とみられるものがなく， ピットの

外部に径2C畑~30cm位の柱穴が数個配列きれヲ どれも深き 15cm~2()cm である。

円形ピットの堆積物をみると，上部から混入の焼土と粘土まじりの褐色土であり，土師器片が

出土した。

AI-3， 4， II-3にかけては噌小円形ピット寺東西径 1m号南北径 1m弱，深き4()cmのも

のと，大円形ピットヲ東西径 2.2m，南北径2m，深さ中央部で'4()cmのものが5個検出された。

この円形ピット内からは木炭片ヲ土師器が出土した。この円形ピットから争幅 18cm，深さ 5cm~

長
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第 3図 A 地区実~~IJ 図
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ので， A1-1でみられるようにおたがいの切り

10cmの溝が放射状に走っているものもある。ピットの埋土は，焼土に木炭ヲ土師器片がまじったも

からみて，小円形ピットの使用された後に大

円形ピッ、卜が構築されたものと考えられる。これらの円形ピットの周囲には，不規則に径20-30cm

で深さ10cm-3Ocmの柱穴が存在したが， どの柱穴がどのピットに伴うのかという検証はできなか

った。

A地区では，大小の円形ピット して検出されたが， ピットの切り から考えて，小向

形ピットが廃棄されたあと，大円形ピットが構築されたものと考えられる。

この地区の東端，グリット 1-3，4， II-3の田の畦のそばから，幅1.5m，深さ 1.2m-

1. 3mほどの溝状の遺構が検出された。この遺構はV字状を皇し，大小の円形ピットのある時期

のものと同局と考えられるがはっきりしない。底部から 1m はラこぶし大の JII原石

が多く散在していた。溝状遺構の片側には不規則な形で柱穴が並ぴ亨南側の沢に続いていた。出

土遺物はラ 石丘石ラ石皿の破片であるの

メ/ 第6図 A地区溝状遺構実mlJ図

..0 

a 
0 111旬、 11

E訟4、人主山!

ロ主的色 l

国、子山色

E'ZI 

111 

A1-2グリットの南側に，こぶし大の)11原石と土師器片ヲ須恵、器薬の破片が， 径 1mの範囲

にわたってヲ I佳干責していた。

本A地区の出土遺物はヲ糸切り底の土師器杯亨須恵器喜美制部破片.携帯用の砥石ラ

② 器地IK

BII-1で検出されたのは，東西1.8m，南北1.8mラ深さ34cmの円形ピットで，ピットの外側

に径20cm，深さ10-15cm した。 'i，上部から
となっている。このピットの埋土から

土している。

B立 3からは? ピット ものでヲされた。そ

一一一仁J

であるG

出凶



第7図 A地区 1-2の実誤11図
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第8図 B地区実測図
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第 9図 B 地区円形ピット実?~11ø 第10図 B地区方形ピット
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くに従って木炭片が多く，床面3cmほどは殆んど木炭片のみであった。ここからは，高台内に糸

切り痕の見られる台付の土師器杯が出土した。

また，円形ピットと方形ピットとの距離は，中心間で 8.5mあった。

③ 志議藍

農道予定路線上の段丘に入り込んで来ている沢を割るように した20mX 1. 5mのトレンチ

である。沢は，水田造成のためブルドーザによる押土によってヲかなり

でないかと考えられるため調査したものであったが，発掘部分には

れなかった。

図黒色表土

口褐色土

粘土質火山灰土(地山)

盟砂 a小砂利層

第11図 E 地区実誤IJ 図

o 5m 

一一一

⑧ お地区，D地箆， F地震，品地区

ていた。

構築した痕跡、はみら

C地区は，農道予定路線上の段丘東縁に設定したトレンチである。遺構は検出きれなかった。

D地区は，段丘北縁の沢におりる個所に したトレンチである。遺構は検出きれなかった。

F地区は，段丘の大半が，ブルドーザで水田化されているが， I日地形の残っていると見られる

中央部の一段高い畑地である。グリットを し発掘して見たが，畑作深耕によって層位が撹乱

され，一部には，そ 山灰土層にまでおよんでいた。縄文中期大木8b事 9式二ヒ

器片，土師器片が出土した。

G地区は， F地区の南東にあたる段丘縁に 5mX5mの規模で設定したトレンチである。遺構は

検出されず，土師器小片と縄文のみが施文された縄文土器片が出土した。

10一



第12凶二L 器実~HlJ ['<1 

9 

8 

12 

13 14 

γ一一卜
18 

10m 
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5 出土遺物

① 土器 ( 12密， 13図)

何) 土締器，杯，醜類

1は，口径11.6cm，底径 5cm，高さ 5cmの底部回転糸切りによる赤褐色を呈する杯である。 2は，

6cm，底怪2.1cm，おさ 2.1cmの血で灰褐色を呈する破片であるυ3は，底径 5.4cm 

切りの破片である。 4li，底径 5.4cm，現存高 3.5cmの段を持つ杯の破片で補色を呈する焼成不

良の被片である。 5と6は‘杯、の破片で弔推定口径 8cmの内黒土師器片でヲ 6は仁!縁が外反する。

7は， 1底径6cm，現存高 2.8cmで太い糸切痕を有する杯、である。 8はヲ底径 6.5cm，現存~:í 2.3 

cm，内部にろくろ自痕を持ち底部に糸切痕を有し焼成の悪い赤色を呈する杯である。 9は， B地区

方形ピット内出土のもので脚長径8.5cm，接合部径 5.6cmで，この部分に来、切り痕を持つl高さ 4.5 

cmのiEvf?を持つ赤褐色め高台付杯である。 10は，仁!径11.5cm時J1t怪 5cm司高き 5.6cmの赤色の焼

成不良のものでヲ本遺跡唯一の完形土器であり接令部に糸切り痕を:有する。 11は，底径6cm，現

存高 3.2cmの糸切り痕の底部で，赤色を呈する杯の破片である。 12は，口径lucm，底径 5cm，高

さ 5.2cmの糸切り!えの福色を呈する碗の破片である。 13は，底径 7cm，現存高 3.8cmの糸切り底

の手不である。 14はヲ 3. 5cm，底部糸切りの碗担土器片である。 1.5は u主任6

cm，現存高 2cmの赤褐色の糸切り!底を持つ碗型の土器片である。

以上のべた杯争高台付杯号腕型の土器は ろくろによる成f11でラ底部は糸による切りはなしで

". ~ 

o') .;:;; 0 

踊)

16は，推定口径24.2cmで，赤褐色を呈し，ろくろ仕上げによるもろい土器である。 17は，

口径17.4cm，褐色を呈する焼成のよくないもろい土器で口縁が外反している。 18は，茶褐色を呈

し，推定口佳19cmである。 19は，推定u径16.6cmで赤褐色を呈し，外}えする口紘部の破片で焼成

はよくなIt'0 20は，推定口径13.2cmで，赤褐色を呈すもろい破片である。 21は，口径13cmで¥淡

亦色を呈しもろい。 22は， 推定日任lOcmの小型の議の破片て¥ 褐色を呈し外反の口縁を持つも

のである。 23はヲ推定口径20cmで胴部にふくらみを持ち褐色を呈する大型の土器片である。 24は，

推定口径19cm，胴部がふくらむ褐色の土器である。 25は，推定口径31.6cmの大型の護の破片で¥

平日縁をなし器の内部には擦痕がみられる。 26は，口縁部の欠損した長胴の護と思われる土器で

ある。底部は丸底で表面黒褐色を呈し，内面には残棒状の炭化物が付着している。また，土器表

面には太い沈線状の調整痕が見られる。

村須藤器

-12 -
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叩目のある護の胴部破片である。

に) 縄文土器 (第14図)

第14国 縄文土器拓影図
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14図は， F地区出土のものである。

lと2は，平日縁でLRの縄文が付されて

いる。 3は，山形の口縁を有する土器片で頚

部に沈線がめぐ、らきれている。 4I土τ 沈紺!に

よって画された+1に縄文の見られる大木9式

の土器片である。 5は雫口頭部の一部分で，

ほ‘たん;1犬突起のあるものである。 6，7，8 

は，縄文を網代;1犬に付したもので， 7と8は

同一個体のものである。

② 石製品 ( 13図27-34) 

27は，破損品で長さ 7cm， IIJ日3.7cm，厚さ

2.5cmの砂岩質ーのあら砥石で4面に使用痕が

みられる。 28は，長さ 9cm，中高3cm，犀さ1.2 

cm 4面とも使用されており頭部に，二本の沈

線を有し黄白色を呈すj尼岩質のきめのこまか

いもので， B 地区内形ピットから出土した携

帯用砥石である。

30は，長さ 8cm，幅5cm，厚さ3cmで4面に使用痕のある乳白色を呈する石英質の砥石である。 29，

30は A地IZ~毒状遺構からの出土品である。 31 は，長さ 17cm ， IIJ~~ 5 cmで上下両面に使用痕があり，泥

板岩質の自然石を利用している。 32は，長さ8.5cm，IIJ話11.8cmで自然石の一部を欠いて面取りし，

そのTTIIを砥として手IJJ:lcJしている。この:{jの切断面の部分に，組lいものをといだような溝状の研磨

痕が三条走っている。 に火をうけた痕跡がみられ， A 1-2の)11原石の堆積物の中

から出土したものである。

33は，高さ 7cm，推定径18cmの頁岩質の石血で，ふちと使用面との高差は 0.4cmある。 34は，

推定径6Ocm，高さ 6cmの凝灰岩で， E地区のトレンチの出土品である。

③ 鉄製品 (15図)

腐蝕が著ししはっきりした器形を有するものがない。

1は，長さ 8.5cm，rlJ話1cm，厚さ O.2cmである。 2は，長さ 7cm， 11J話1.5cm，厚さ 0.4cmであ

-14 -



第15間鉄製品実iNlJ回!

3 

る。この 1と2は，万ゴこの践欠ではないかと

思われる。 3は，長さ 6.5cm， 111M O. 4crn， 

さ O.5crnの棒状のものである。 4は， 1之さ4.

cm， I jJ u~ O.5cm，厚さ O.4cmでヰ1去のパイプ:1犬

のものである。

これらの鉄製品は句全て A地区ーからの HJ， .I~

品である。

5 むすび

以上ヲ 遺物につしミて述べてきた

カヘ ビットには，円形のものと方形のものが

見られる。 FrjJ杉ピットは守1cfl.3m内外のノj、型

のものと，箆2m内外の大司IJのものとにわけ

。 5cm られる。ピ、ソトの新旧関係を見ると， At也氏
語語属議扇扇扇 罷覆轟商高詔繭 揚揚高揚揺語調

1 1では，小型のピットの上に，大!?!のピ

ットが検出された。このことから小型のピットが古し大型のピットが新しいことになる。この

円形ピットの周囲には，数個の柱穴が存在する。また， B地区の円形ピットと方形ピットは，個

に々同ーレ/'-.:.;1.-に ることから，伺時期のものと思われる。ピットの周囲iにはー A地区のピ

ットと同様数1U'ilの柱穴が検出されたc 方形ピ、、ノトは床T古i し床mî~ ピットのり:t も-

面]に赤褐色を主し焼けている。現段階では用途がはっきりしないので，今後の類例を待ちたい。

この円形ピットは，数年前から調去されている能代市大館遺跡(能代営擬定地)からも検出さ

士し は倉跡でないかとしているがヲ る範聞ではこれに関する文献も少なく確言で

きない。

A地医ピット東側の溝状遺構は，坪掘りによる確認から推定すると，沢へ続いているらしし'0

このことから排水溝，土地の区画，防御的施設などが考えられるがはっきりしない。ピットとの

関連は，同じ基盤(黄褐色粘土)を切って されているので，同時期と思われる。

遺構の時代を推定する遺物として，ピット内から内黒土師器杯の破片，底部糸切りの径の小さ

い二次調整のない杯の破片，底部丸底長胴の土師器薬， 内に糸切痕を持つ高台付杯などが出

土している。これらのことから本遺構は平安時代の末期に近いものであると思われる。

-15 -



最後に， 調査と稿を草するたあたって色々と御教示くだされた， 東北学院大学教授 加藤孝，

東北大学助教授 坂田泉，秋田大学教授 新野直吉の諸先生と，能代市文化財保護審議会委員長

で郷土史家の河田駒雄氏には厚く御礼を申しあげる次第である。

注 l 大館遺跡発掘調査概報(能代営擬定地) 能代市教育委員会刊 昭和49年3月。

16 -



図版l

遺跡遠景
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l:2!lihi 2 

A地区の発掘削Jのようす

発掘風景

円む



図版3
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同版4

AJtl!.区遣杭似合のよう す

土器出土状態

砥石出土状態 - 20-



凶版S

A地区議状j世間の出土状態

溝状遺棋の断面
- 21 -



図版6

BJ也|ベドl形ピット

BJ也灰方形ピット
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図版7
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出土造物
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海老沢窯跡緊急発掘調査報告書

発擢鵠査経過

0鵠査に豆るまでの経過

秋田県南秋田郡若美町の海老沢の地に窯跡の存在することが知られたのは事昭和30年に同町福

米沢部落から八ツ面部落に到る農道工事を行った際，海老沢の斜面の所から焼土と多量の須恵器

片が出土したことによる。
(注 1) (注2) 

その後窯跡、は秋田県遺跡地名表に「海老沢窯跡」として登記きれ，男鹿市脇本の埋没家屋に関

連を持つ東北北半の数少ない窯跡として注呂されてきたが，その構築の状態は不明で、あった。

しかるに，昭和49年4月になり，県の畑地帯総合土地改良事業による再度の農道工事で破壊さ

れる恐れが出てきたため，県の依頼により，別記のような調査団を端成し， 4月27日より緊急発

掘調査を行なったのである。

。輯査の構成

期 毘昭和49年4月27日， 28日， 29日， 5月5日， 6日， 7日。

罷査主体秋田県教育委員会。

南秋田郡若美町教育委員会。

韓 査員 由利郡東由利町立玉米小学校教諭 伊藤種秋 (日本考古学協会員)

秋田市立高清水小学校教諭 岩見誠夫 (日本考古学協会員)

山本郡山本町立森岳小学校教諭 永瀬福男 (日本考古学協会員)

欝査補助員 本荘市立北中学校教諭 佐々木 F長 (秋大史学会員)

山本郡峰浜村水沢 阿部清文 (秋田考古学協会員)

言語査協力 秋田県文化財専門委員 小野正人

秋田市教育委員会，秋田城跡調査事務所主事 小松正夫

同 調査補佐員 日野 久

秋田県教育委員会文化課博物館準備室主事 内昭男

能代市教育委員会 ，ザ
J
'
木
s

正

秋田市土崎港大民石油株式会社社員栗谷茂雄

南秋田郡若美町郷土史研究グループζ

0発掘舗査経過

発掘調査は，農道の拡張部にあたる道路西側上部の山林に，道路に沿ってトレンチを入れて実

- 24-



施した 0

4丹27日(土)暗

午後 l時30分，永瀬，阿部，岩見，若美町教育委員会西方文太郎氏，同町郷土史研究グループ

の大潟三郎氏でもって，灰原，窯体確認のため，道路の切通しの面の草木の苅払いを行なう。

この際，遺跡巡見にみえた秋田城跡調査事務所の小松正夫氏から，調査について助言をいただ

し永瀬，小松両氏で，一号窯跡を調査す。

4月28自(自)噛

伊藤，永瀬，阿部，岩見でトレンチを設定し，発掘を行なう。 トレンチ中程にて，木炭，須恵器

片，焼土を含む灰原を検出する。ボーリングによって窯体を確認し， 2 

跡は道路拡張区域外に存在するためヲ発掘調査はせず。

午後，県文化課内問光夫学芸主事来跡しラ発掘の指導に当る。

と命名するが，

2号窯跡より 6mほど南の地点の松の木町j根の下より，スサ入り粘土が検出され，窯体を発見すO

これを 3号窯跡と命名す。

4月29日(自)噛

前日確認の3号窯跡を調査するため， トレンチを斜面上部に延長し，表土をとり除く。現場は

松林のため木の根が多く，作業は難行。

午後，伊藤，佐々木，三角点より標高を移す。

5月5詰(器)曙

県文化財専門委員小野正人氏ヲ県文化課内 と大民石油株式会社勤務の栗

谷茂雄氏の助力を得て，窯体上音15の粘土除去を行なう。またこの作業と併行してトレンチを南方に

延長し，同種遺構の存在を確かめる。その結果， 3号窯跡の南5mほどの所に山道のために焼成

部の破壊された 4号窯跡を確認する。

5月6自(月)糟

秋田城跡調査事務所の小松， 日野両氏と，県文化課博物館準備室の庄内氏が調査に参加し， 3 

号窯跡の発掘にとりかかる。午後，能代市教育委員会のJII村氏調査に参加す。

窯は天井の落下した半地下式無階無段登窯で，杯，碗，言葉，査の破片が多量に出土した。

午後若美町渡部町長来跡。 3号窯跡の実測と 4号窯跡の発掘を行なう。

5月7日(火)噛

永瀬，阿部，岩見，若美町教育委員会，西方，小関)11，笹川氏で4号窯跡の発掘と実測を行な

い，午後5待作業を終了する。
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2 溝老沢窯跡付近の地形と現状

海老沢窯跡は行政区としてラ秋田県南秋田郡若美町野石宇中李台にあり，秋田県遺跡地一名表に
(注3) 

は遺跡番号 464番として登記されている。
(注4) 

若美町は以前に琴浜村と呼称し， 八郎潟を作り， 国定公園として景観を る男鹿島を半島化さ

せた北西砂州の南半分と，半島基部との間を占めている南北に細長い町である。

町の地形は南から)11J[次標高を減ずるほほ三段の段丘から形成されている。 その最高位は男鹿市

脇本の寒風山麓から北に伸びる40m段丘で， 次いてい鵜木地区から湖岸に沿って北に広がる20m段

丘があり，福米沢部落以北には， より低位の10mの段丘が発達している。 そして宮沢， 申川を結

，，~~~線以北の地域は，砂丘地となっている。

段丘東縁下の湖岸には狭長な沖積地の水田が続いており， 町の集落はこの段丘縁下に点在して

いる。

窯跡の存在する海老沢は， 内陸部の福野部落の付近から20m段丘を割って北に走り， 野石部落

の南で合流し，八郎潟に没する 2本の沢の東側を指し呼ぶもので，窯跡は沢の東に面した標高18m

の斜面にある。沢の中央には小)11が流れ，ほとんど水田化されている。

この窯跡の存荘する20m段丘は， 基盤を第3紀の脇本層に置き，砂， 礁が主体を成す潟西層を

経て， そのよ位に 1~2m ほどの厚さを有する地山の粘土質火山灰土層が堆積している。

段丘上面は平坦で，畑，果樹園，松，杉の林となっている。 これ等の段丘縁には挿図 lに示す
(注5) 

とおり， 縄文， 弥生，歴史時代各期の遺跡が数多く存在している。

3 譲の構造

発揚調査を実施して確認した窯跡は 4基ある。 そのうち3基は 5m前後の間隔で構築されてお

り，窯跡のあり方としては，群存在と考えてよいと思われる。

i号蕪跡

農道直上の切り倒された松の木の根にわずかに残存していたスサ入り粘土で確認したもので，

窯尻の一部と考えられる。

スサ入り粘土の厚きは5~ 6cmで， 一辺25cmほどの菱形を成し， 底部へラ切りの須恵器杯の破

片が存在した。残存していたスサ入り粘土の周囲の地山は，赤褐色に焼けていた。

2号撰跡

トレンチ発掘をしている際に，灰原によって確認したものである。窯体は工事予定地外の斜面

に理没しているため発掘はしなかった。 トレンチ内の灰原からは，裂の破片が出土した。
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挿図 2 海老沢窯跡全体図 3号窯跡

A 

冨黒褐色土

盟黒色土

回褐色土

回貫褐色砂質土

臨地山(粘土質火山灰土)

2号窯跡の焚口に当たると推定される位置

から，南に 5m90仇)比cm離れて存在するものてでで、許、

焚口部は大きな松の木の根の下になつていたG

焚口部のすぐ手前の前庭部は，かつての農道

よって殆んど削り取られていた。

窯は地山の粘土質火山灰土層と，その下の

潟西砂層を50cmほど掘りくぽめて作ったヲ半地

下式無!l皆無段登窯で，全長 5m40cmありヲ 90

cmの燃焼部と 4m50cmの焼成部に分かれる。

窯の幅は焚口部で、86cmありヲ焼成部の中央で

85cm，窯尻より40cmの所で80cmある。その平

面形はヲ焼成部の右壁の前部にふくらみを持

つもので，窯尻は円弧をえがいている。

焚口部分は，粘土を貼って作られ，その奥

50cmのあたりから焼成部の中央にかけては地

挿図3 3号窯跡実測図

o 1m 
10 
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山の粘土質火山灰土，そこから窯尻にかけては地山下の潟西層最上部の黄，褐色砂質土を掘りくほ

めて窯体を作っている。この掘りくほ、めた部分の両壁には，厚さ 3~ 8cmのスサ入り粘土を貼り

付けていたが，窯底にはこれが見られず，青色の砂が敷かれていた。また，焼成部両壁は青色を

皇し:監のスサ入り粘土の一部にはかラス状の物質が付着していた。

天井部は落下して存在しなかったが，残存物からほぼlOcm前後のスサ入り粘土を貼リ付けてい

たと考えられる。

また燃焼部と焼成部の境には，傾斜変換点は見られず， は平均斜度240で登っており，その

主軸はS-68
0

-Eであった。この窯跡の焼成部には4個所に護写高の破片が器の表面の湾出部を

J~Iこし にIl食い込んだ状態 した。これらの破片は粘土ブ口、ソク している

ものが多しそのーとや周囲から底部ヘラ切りと糸切りの杯ヲ JJ]!.守 でラまたは重ね!泣きの

状態で出土したがヲいずれもゆがみ， 焼きぶくれや，一部破損したものであった。この護，

は出:士::1犬態からラ焼台とし されたものと考えられる。

ヰ号諜跡

3号窯跡より 3m 70cm南のやや高い所にある窯跡で，その高差は 3 と燃焼部で41cmあっ

た。焼成部の前部を逆台形に山道が横断しているため，燃焼部から焼成音1)に移行する部分の側壁

と窯底の a部が破壊されていた。

?ぐ フcランは 3 と同じく，焼成部の燃焼部に近 噌ふくらみを有するも

ので発掘部分は 2m 95cmあった。焼成部の後半分は太い松の木の下になっていたため，発掘調査

はできなかったがラポー!)ン よると発掘部分よりなお 2m50cmほどの奥行きを持ってお

つ
にJ と向じ と思われるり

111日は焚口部で82cmヲ焼成音15のふくらみの部分で1m 3cmヲ窯のjdrj壁は 5cm前後のスサ入t)粘土

を ~tÎ i) には 3 とi可じく ていたc?;?口 火入れが多かったら

しく かたく焼けていたc

をとに伏せるように置かれた糸切り λ 、ラ-tJJf) 土器の表面で、

ある湾曲部を上にして 置かれていた

~vu 
-
レ
/
}
pu 

q
ムり一

0

ウ

i

る

一

糸

川

一

N

J

ど

とは異なっていた。は18
0

で。そ

うためである。

4 出 物

3喜善窯顕l出土土器(挿図5ラ 6， 図版 7~

3 出土遺物はラ 即 などであった。数的には杯，即が多い。碗ヲ
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挿図4 4 号窯跡実~~IJ図

A 

土民山

、ir

火

一
之
質

合
}
ム
エ

土

山

表

地雷一

-
/
4
/
/
/
L打
U
H
E

てつ

校、/t)ーの
¥え/
杯

o 50cm 

言葉はすべて破片であり，その一端は窯底につきささった状態で検出された。このことから，碗，

護の破片は，焼台として使用されたものと考えられる。

また，杯，皿の大部分は，器形がゆがんだり，亀裂が入っていたり，焼きぶくれしたりしてい

fこ。

杯(1 -42) 
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底部の切り離し技法の相違によってこ大別 (A，B) した。 A，Bとも器形の違い，調整の有

無などにより，若干のバリエーションがみられる。ロクロ廻転はすべて右回りである。

A類 (1-17) 

底部の切り離しをへラ切り技法による類である。

1-7 は，底部とその周縁を指(布)で，丸く調整しているため，底部と胴部の区~Ijが不可能

である。口縁部は外反する。口縁端部は丸くおきめる。色調は青灰色で，焼成は良好である。

8 -17は，底部と腕部の区別が可能であるが，底部周縁は部分的に調整されている。 17は底部

がわずかに外に出ていて， 3号窯では特例である。口縁部は 8，17を除いて外反する。口縁端部

は丸くおさめる。色調は青灰色を呈するが， 7ヲ14，17は寅褐色である。

器類白書-42)

E支部の切り離しはヲ糸切り技法による類である。

18-25は，器高が約 4.5cmで他の杯より高い。 25は底部局縁を調整しているが， 18-24は切り

っぱなしである。胴部内外面とも，ロクロ成形のための出凸が顕著で、ある。口縁部は外反しない。

口縁端部は丸くおさめる。色調は青灰色を呈し，焼成が良好で、ある。

26-28は，口径約13.5cmと大きし口縁部が外反する。農部周縁を軽く調整している。色調は

青灰色で，焼成は良好で、ある。

29-34は底径が約 5.5cmと小さく，口縁部は外反しない。底部は切りっぱなしが多いが， 32だ

けは軽く周縁を調整している。口縁端部は丸くおさめている。内外密とも，口ク口成形の凹凸が

はっきりしない。色調はすべて貰褐色を呈する。

35-42も底笹約 5.5cmと小さいが，口縁部は外反する。口縁端部は丸くおさめる。底部は切り

っぱなしで，調整は認められない。 40は内面をはけ状工具で調整している。色調は青灰色てコ焼

成は良好で、ある。

血 (43-50)

高台イすきのllllである。高台は環状の張り付け高台で，わずかに外方にふんばる。高台端部は丸

く仕上げている。口縁部はやや下方に向く。端部は薄く仕上げている。高台内には糸切り痕がみ

える。青灰色を呈し，焼成も良好で、ある。 49，50は小型で、ある。 45の内閣には，重ね焼きの痕跡

がある。

鶴 (51，52) 

高台の有無によってA，Bに分類した。

A類 (51)

底部を糸で切り離した後，断面三角形のひくい高台を作り出している。胴部がふくらみ，口縁
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挿図 5 3号窯跡出土土器実iNlj図

¥主 主

01Ocm  
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挿図 6 3 窯跡、出土土器実iWJ図

56 

。 lOcm 
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部は外反する。ロクロ成形による凹凸が顕著で、ある。器肉はうすい。色調は青灰色を呈し，焼成

は良好で、ある。高台内には糸切り痕がみえる。

呂類 (52)

底部は糸での切りっぱなしで，高台を持たない。口縁部は外反しない宇口縁端部はうすくおさ

めている。ロクロ成形のための凹凸が顕著で、ある。焼成は良好で、，色品、!い青灰色を呈する。内部

に重ね焼きの痕跡を残している。

大事竜 (53)

口縁部がゆるく外反する。口縁端部は丸くおさめる。内部に重ね焼きされた大碗の底部が溶着

していたが，外方にふんばる厚手の高台が張り付けされるようである。

謹 (54チ 55)

口径の大小によって令 Aヲ Bに分類したo

A顎 (54) 

頚、部は細く直立するようである。口縁部の形態は不明で、ある。頚部と体部の接合は一段構成で

ある。最大径は胴部上半にあり，約17.5cmを測る。肩部には数条の問線をめぐらしている。胴部

上半には，はけ状工具による調整が認められる。底部の形態は不明である。

器類 (55)

口径約lOcmであり，頚部は短く，直立している。また，頚部の器肉は薄手に作られ，日縁端部

は丸くおさめている。腕部上半は，はけ状工具で調整され，下半はへラ状工呉で粗く制られてい

る。底部には，わずかに外方にふんばる高台が張り付けられるようである。

(56) 

頚部は外反しながらたちあがる。口縁端部は平らに仕上げられている。内外国とも，はけ状工

呉でていねいに調整している。色調は黄褐色を呈する。

3号窯翻i天井部上から出土した杯(挿図7，図版16)

3号窯跡天井部の上から出土したもので， 3号窯跡の製品であるかどうか不明で、ある。 遺物は

杯のみである。底部の切り離し技法の相違によって， A， Bに分類した。ロクロ廻転はすべて右

回りである。

A額(1， 2) 

底部の切り離しはへラ切りによる。底部周縁を部分的に調整している。日縁部は外反し，口縁

端部は丸くおさめている。色調は青灰色を呈し，焼成は良好で、ある。

B類 (3~ 8) 

底部の切り離しは糸切りによる。いずれも切りっぱなしである。 3，4のみ口縁部が外反する。
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胃腸掲揚輯鶴

- 35 



口縁端部を丸くおさめている。 3，4， 5は焼成良好で、零

度径，器高が大きく，焼成は不良で、，赤褐色を呈する0

4号案跡出土土器(挿図に図版17，18) 

-J-

'c:" 

4号窯跡からは司杯奄lIfL 碗，護の2同部破片が出土した。護の破片

されたので，焼台として使用されたものと考えている。

持(1 ~ 

る。 6，7， 8は口f圭，

につきささって検出

底部の切りはなし技法の相違によって， A， Bに分類したが今 Bそれぞれノ-¥1)エーション

がある。ロクロ廻転は りである。

A類(1 ~ 3) 

底部の切り離しが雫ヘラ切り技法によっている類で忘る。

音!)tま し端部は丸くおさめている。色調は lラ 2

ずれも良好で‘ある

器類 (4-~1O) 

つ
J 

丸く

三〉

している。口縁

る。焼成はい

底部の切り離しが糸切り技法による類である。 5， 7は切りっぱなしであるが，他は底部周縁

を粗雑ながら調整している。口縁部はヲ 4と7を除き る。 8-10'土器内は薄いが守口径，

器高，底径が大きく特徴的である。色調は， 7が寅褐色，他は背灰色を

る。

車 (11)

る。焼成は良好であ

外方にややふんばる環状の高子;を張f)付けたと庁えられる叩であるの口綾部はわずかに下方に

j古jき，口縁端部は薄くおさめている。 土糸切り :}uカーうられる。

親 (12，13) 

断面三角形の低い高台を持つ。 は張り付けによるものと考えられるが，はっきりしない。

口縁部の状態は不明である。 を呈し，焼成は良好である。

5 出

t 出土 l実測図
窯跡番

I仁11I 1 名|口 f至j器 同仁ごo さ i備

l 杯 13.2cm 3.7cm I cm cm I底部へラ切り

3 2 If 13.5 3. 8 If 

3 13.8 4.3 

跡!
4 13. 5 3.3 

5 If 13.0 3.8 If 
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出土 実誤IJ図
ロ口ロ 名 口 径 器 日wij

底f壬または
の高さ や南窯跡 番号 高台径

6 キ不 13. Ocm 4. Ocm cm cm 底部へラ切り

7 ff 12. 7 3.6 ff 

8 ff 12. 7 3. 6 6‘4 fI 

9 fI 13.3 3. 7 6.6 11 

10 fI 12.8 3.4 6.4 fI 

11 fI 12.8 3. 7 6. 2 11 

12 fI 12.5 3.5 6. 2 fI 

3 13 fI 13.2 4. 1 6曹2 If 

14 " 12. 7 3.4 6.5 If 

15 11 12. 7 3.0 6.0 fI 

16 fI 12.6 4. 1 6.5 fI 

17 " 13.3 3. 7 7. 5 11 

18 " 13.0 4. 5 8.0 底部糸切り

19 11 13. 1 4. 5 7.9 " 
τEEコf 20 f/ 12. 7 4. 5 6.5 11 

21 11 13.3 4.2 7. 8 If 

22 If 13.0 4.5 7.8 If 

23 " 13. 1 4. 5 7.0 ff 

24 fI 13.2 4.5 7.4 11 

25 11 12.6 4.6 6. 6 fI 

26 f/ 14.0 3.6 7. 4 11 

27 " 14.0 4.0 6.4 If 

28 fI 13.3 3. 6 6.8 ff 

29 ff 13. 1 3.4 6.0 11 

30 ff 13.5 4. 1 5. 5 11 

31 11 13.4 4. 6 5駒7 11 

32 " 13.2 3.8 5.1 1/ 

33 11 13.3 3.6 4.8 11 

跡 34 11 13.5 4. 0 5.3 11 

35 11 13.2 4. 1 6.0 11 

36 11 13.3 4.8 5. 0 11 

37 11 12.8 4.3 6.2 11 

38 11 12.2 4. 0 5. 2 11 

39 11 13.0 4.5 5.3 11 

40 " 13.2 4. 5 5. 7 11 

41 " 13.3 3.8 6.0 1I 
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出土 実番iWJ 号図 ロI土ロI ノ一玉ζ 器 伊広コ1 
底径または

高台の高さ i蒲 歩J 
主主跡 官伊] ム口 ♂F仁X仁

42 杯 13.3cm 3.5cm 6.0cm cm 底部糸切り

43 盟 13. 7 4.2 6. 7 1.2 11 

44 !f 13. 7 4. 1 7.4 1.4 " 
3 45 !! 13. 7 4. 5 6. 6 1.4 " 
46 ff 13. 7 3. 9 6. 7 1.3 11 

47 If 13. 5 3. 8 6.3 l.2 fI 

~ 
48 13. 8 4.0 7.0 1.3 ff 11 

49 If 12. 7 3.5 6.8 1.3 11 

50 I! 12. 2 
室

3. 9 7.0 1.3 iI 

51 続 14. 0 6. 4 6.4 0.5 !I 

52 If 13.2 16.4 7.5 !! 

E事 53 碗 19.0 

54 

55 10.5 

56 護 16. 0 

1 杯 13. 0 3. 7 6.0 底部へラ切り

3 
2 I! 13. 1 3. 9 6.2 !f 

す

窯 3 " 12.3 3.0 6.0 底部糸切り

跡 4 " 13. 1 4.2 5.4 " 天
5 I! 13.2 3. 6 6.2 1/ 

ら 11 13. 8 4.2 6.6 fI 

7 " 14. 0 4. 1 5.8 11 

8 1/ 14. 0 4.2 5. 7 If 

1 " 13.2 3. 8 6. 7 底部へラ切り

2 11 13. 7 4.3 6. 7 " 
3 It 13. 2 3. 9 6. 7 !I 

4 
13.3 6.5 底部糸切り4 /! 4. 3 

5 /1 13.5 4. 1 6. 4 " 
6 " 13. 8 3. 6 7.2 " 

7 " 12. 7 4. 0 5. 7 11 

室区 8 " 15.3 4. 1 8.3 H 

9 11 15. 2 4.2 6.5 " 
10 11 16.0 4.5 8. 0 " 跡
1] 凱 14.0 " 
12 E宛 6.4 0.3 " 
13 " 6.4 0.4 If 
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ひ、E
U
 

を知 1)1~'たものは雫そのうちを咋認できたがラ

と， 石皮実要はされていたはほ、完掘できた 3

今回の

2 ~ll~で

と出土遺物には殆んど差はなしはは由時期

る関係こlLに

どを調査できた 4

4 

ある。

この 2基の窯跡{土、

守ぞしかし，にあると判断される。

えられる。に操業したものと

されている。現在ま県内の窯跡はラ

両氏によって調去された平鹿郡雄物川昭和32年に奈良修介‘

現存青15はIIJ品約 1m長さ約 2mであり，

その操業の時期は径15~20cm

Bj也点

糸ザJ底の杯予付け高台のある碗]fJの土器，片1

昭和34j'1'-に;太tU出土遺物から平安初期とされている。 [iiJじ

査があリ，出土土器は糸切底の須恵器杯，高台付杯，8 m50cmの大型で，によるもので

とされて~.、る。fデF
t、は糸切底の杯が多く，

地点の窯跡4基が調査されている G昭和39年には，大)11清氏によって雄勝郡羽後町ー足

改造の行なわれたものでラつ
ιJ の破片が出土L，理

試1号窯跡は全長7m40cmあっ

') 

tコきの杯が1+11土しており，二次は全長 2m80cm， 第一次のものは全長 4m 80cm， 

日111氏()4 杯形土器が1+1+-している。ているもので¥焼成室の一部と

この糸切}主である。これらIH:-l-している。ここからcmあり，

つ9世紀の初頭からついては窯跡の形態を中心に，

9世紀末から10世紀にかけての年代とされている。ワ
ミJ次

うは同じ半地以上の窯跡と細部では異点もある海老沢 3

ヘラ切り技法のもうち須:~:器杯の底部の切り離しが糸切り出あり，

ヰ乙!とJ也1]-ヘラ切りのものか九五ノ:奴)1)のものへと

ものである。

底部の切り離し

ていの主な変化は 9世紀の後半であると考えられている。本 3号，

手〉いた点に

4号窯跡ではiuu者が1'1'11¥してい

9世紀の後半からlOill:紀に近いIli1j:るカう数的には糸切り技法によるものが多いことから，

えたい。期のものと

碗であることから，小物

その供給先は男鹿市脇本の組没家

I
 
nu 
--BIJ 

んどは4午，i斤い

いたと考えられる。製品は八郎iP..:J の舟運を利用して送り I~} L， 
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ていある。

カfら をまとめるにあたり 対し怒切な) をくださった

ご協力をいただいた秋田

清先生，多賀城跡調査研究所長同町

iUI 

に記してここに厚く御礼申しあげま

行、后主
手
小
仁

、
」

J
i
/
 

土
品

氏， 会)11

j主1 秋田

月。

会 「秋田 秋田 ]集昭和38年 3

注2 関して」 秋 在任千11

47年 9月。

「東北北部における

究会昭和47年 4月。

注 3 注 1に同じ。

注 4 藤岡一男，高安泰助 「八郎潟の地質及び地形」 八郎潟の研究 秋田県教育委員会

北奥古代文化第 4号 北輿，1，-化文化研

昭和40年 7月。

注 5 における 」 ことはま 昭和39年 3月。(著名なものと

ハ

h
u

h

正

しては縄文時代の角間Ilr奇貝塚‘弥生時代の志藤沢遺跡がある。)

3号‘ 4平手窯跡、から出土した須恵器杯は， 1対日茂弘警桑原滋良1) I多 lニゴヲlt6

タ
〆v 1 昭和4~l:q~- 3)j ，二日hr

考されている第 6類 bとラ第 9類 a，btこ概当するもので， 3号， 4 とも jrld類カ，.L1J 

土砂している。杯の口径と底径の比率は， A類のへラ切り技法のものが， 0.46から0.56の

範間にあるが0.50前後が多し B~H の糸切り i-:ti去のものは， u.61から0.36までばらつき

が大きいが0.30白は 31刊のみで晒他は 0.40台と0.50fiが手々である

在 7 l~.法香15 「秋田市 ついて i 秋田考古学部 8 [l苦手fl32年c

武藤欽与え 「秋田県{!ll~仁君15九 I-:JUF(窯跡」 つ Il(河口て。

京大FE! H~i 千U33ij三。

大手Ll 「エド鹿郡雄物川IUT末館窯跡発掘調査報 雄物川[lJT~l!I;j~_ 1iH~ 

物川町文化財ー委員会 昭和38年 7月。

大)11清 「足田遺跡発掘調主概報 七窪B地区」 秋田県文化財A調主幸節目立ミ 秋

田県教育委員会昭和42年 3月。

奈良修介，豊島昂 「秋田県の考古学」 古川弘文館 i昭和42年 1月。

南秋田郡若美町海老沢窯跡 昭和49年 4-5月調査。
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横手市物見台窯跡 昭和49iJ三8月接手市教育委員会調査。

秋田市手形山窯跡 昭和49年 9月秋田考古学協会調査。

註 8 注 7に同じ。

注 9 注 7に同じ。

注10 注7に同じ。

注11 秋田考古学協会による昭和49年 9月調査の手形山窯跡、も，へラ切り，糸切り技法による

杯を出土している。私達の知見では両技法の存在する窯跡、は現在の所この2例のみであ

る。

注12 阿部義平 「ロクロ技術の復元」 考古学研究第18巻2号考古学研究会 昭和46年 9

月。

注13 工藤雅樹，桑原滋自己 「東北地方における古代土器生産め展開」 考古学雑誌、第57巻3

岡田茂弘，桑原滋郎 「多賀域癌辺における吉代杯形土器の変遷J 宮域県多賀城跡調

査研究所研究紀要1 昭和49年 3月。

注14 枚田県教育委員会 「脇本埋没家屋第三二次調査概報」 昭和42年 3月。

八郎潟の舟運を利用して製品を運搬するのであれば，その供給先は八郎潟の対岸にある

南秋田郡五城呂町の石崎遺跡(推定秋田君Is街膝)も考慮すべきである。しかし，永瀬，

岩見の実見によると出土須恵器の中には海老沢窯跡の製品は見当らなかった。
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図版4
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同版6 4 号窯跡
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図版8 3号窯跡出土土器
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図版9 3号黛跡出土土器
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図版10
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図版11
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図版12 3号窯跡出土土器
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図版13 3号窯跡、出土土器
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凶l以14 3号窯跡出土土器
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図版15 3号窯跡、出土土器 (重ね焼き)
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図版16
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3号窯跡天井部の上出土土器
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図版18 4号 窯 跡出土土器
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